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51才F 女子P 4 iJ月前よりだ：！＇A，右季肋部鈍痛＇ 2 
ヵ月前より黄痘，内科的処置により好転せず来院．体
格中等度，皮J白貧血様黄痘色， 赤血球326万p 白血球
16200, Hbi[71%（ザー リー ）＇血清蛋白 6.2%，モイレ



























1 I 外傷性尿道狭窄の l；台所例
県立岐阜病院泌尿器科
石山勝蔵・足ゴ人一郎
61才の工員． 5年前に自動車に衝突して， 骨盤骨
折，大li!・下腿骨折p 尿道損傷をJ乏けた．以後尿道狭
窄の為p 尿道プジーの挿入を繰返したお，漸次フ・ジー
の挿入お間引となって来院．尿道膜様部に約2cmに亘
って高度の狭窄あり， Pull-through手術を行なって全
治せしめた．本症例では骨折した恥骨の一部が転位し
てP 尿道を圧迫しており，このしリ除を行なった．
Pull-through手術の手抜及び手術時の注意について
述べた．
